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小児がん拠点病院等の連携による移行期を含めた小児がん医療提供体制整備に関する研究 

分担研究報告書 

 
「小児がん拠点病院による小児がん医療提供体制の検討」 

 
研究分担者 田口智章   

九州大学 大学院医学研究院小児外科学分野 教授 

 

 

A. 研究目的 

小児がん拠点病院としての機能充実と、

九州・沖縄地域小児がん医療提供体制協

議会構成施設における連携確立を目指す。 

 

B. 研究方法 

主に下記を行った。 

(1) 小児がん経験者長期フォローアップ

体制の確立 

(2) 小児緩和ケアチーム グリーフカード

の配布 

(3) 小児がん診療おける Quality 

indicator（QI）の作成 

(4) 九州・沖縄ブロック小児がん拠点病院

TV 会議の開催 

(5) 九州・沖縄地域小児がん医療提供体制

協議会 第 2回相談支援部会の開催 

(6) 九州･沖縄地域小児がん医療提供体制

協議会構成施設を対象とした患者動態調

査の実施 

 

C. 研究結果 

(1) 二次がんや晩期合併症の内容に合

わせてより適切な診療を提供できるよう、

小児がん内科・外科専門医のみならず、

内分泌専門医、脳外科、整形外科、耳鼻

科、眼科、歯科などの各診療科、看護師、

社会福祉士などの連携により、集学的な

診療を行う『小児・AYA 世代がんフォロー

アップ外来』設置を目指し準備を進めて

いるところである。 

(2)小児緩和ケアチーム活動の一環とし

て、グリーフカードの配布を開始した。

このカードはお子さんを亡くされたご遺

族へ死亡診断書と共にお渡ししており、

帰宅後にご遺族が当院でのグリーフケア

を希望された際に、当院への連絡手段の

ひとつとなることを目的とするものであ

研究要旨 

本研究では、小児がん拠点病院及び小児がん診療病院の診療レベルの向上を図る

と共に、診療連携方法の確立を研究しチーム医療を推進することで、真に機能する

連携のあり方を検討する。 

また、小児がん経験者とその家族が安心して生活できる社会の実現に資する提案

をまとめる。 
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り、グリーフケアも積極的に行っている。 

(3) 院内関係各部署に協力いただき、デ

ータを収集した。一部データは算出まで

に時間を要することもあり、期日までに

全項目を回答することが出来なかったが、

来年度以降に向け、院内での連絡調整に

努める。 

(4) 九州・沖縄地域小児がん医療提供体

制協議会構成施設に、隣接する中国四国

ブロックの小児がん拠点病院である広島

大学を加えた全 21 施設が接続する TV 会

議を毎月第 4月曜日に開催している。会

議では、各施設が持ち回りで当番施設を

担当し、症例発表や小児がんに関するテ

ーマを決めた討論会を行っている。討論

会を行うことで、各施設並びに九州沖縄

ブロックの現状や問題点、小児がん政策

に関する認識を共有することが出来てい

る。 

(5) 年 2回、九州・沖縄地域小児がん医

療提供体制協議会を開催しているが、相

談支援部会も年 1回開催している。今年

度は第 2回相談支援部会を平成 29年 11

月 17 日に開催し、各施設の小児がん相談

員との連携協力体制の強化を図った。 

また、当院が平成 29年 10 月に小児が

ん相談支援センターを開設し、新たに専

任の小児がん相談員を配置したことによ

り、患者家族のみならず地域の医療従事

者からの相談にも対応できる体制を整備

した。 

(6) 九州・沖縄地域小児がん医療提供体

制協議会構成施設の病院情報、診療機能、

診療実績、療育環境、等を調査した。各

施設からの回答は、当院 HP からも確認出

来るよう整備した。 

 

D. 考察 

小児がん拠点病院としての機能充実を

図るため、フォローアップ外来の整備や

グリーフカードの配布などを行った。 

また、これまで医師を中心とした地域

連携が主であったが、相談支援部会を通

じて医師以外の職種との連携も図ること

が出来ている。来年度は、TV 会議システ

ム等を利用した看護師の連携体制を構築

することを企画している。 

 

E. 結論 

当院や九州・沖縄地域における小児がん

診療に関する現状と課題を把握した。 

今後も九州大学病院が小児がん拠点病

院として目指すべき小児がん提供体制に

ついての提言を追求していく。また、今

後HPやリーフレット等で情報発信を積極

的に行っていく。 

 

F. 健康危険情報 

なし 
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